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こ
の
さ
完
書
誌
密
葬
重
平
一
語
+
告
訴
事
骨

水道切事替え日と地域
①の地域 S月25(火〉夜10待から26箆(水〉務5草寺まで
席入車町、若松町、八千代町、宮の前、窪田了、明石町、紅谷町、見的町、

立野町、平語新宿、豊原宙了、富士見田ト官E、議訪町一部、中f童、平壇、途
上ク丘、止二平器、棋ク丘、久領堤、札場前、千初旬陣、代宮町、タ溺ク丘、

幸町、高摂台、八重量眼目I、松毘町、袖tr浜、桃軒町、穏揖ク丘、黒部丘、
護平、花水台、紅tr眠、撫子原、錦田I、須賀

②の地域 g毘18 (火〉夜10s寺から2日(氷〉朝5待まで
追分、富士見約一部、大原、中原、東中原、開殿、南原、新富了、南豊問一昔日、

入野、長持一部、諏訪町一部

③の地域 草月 88(火〕夜lOa寺から98(水〕貌 5持~で
馬入、中裳、天沼、援木町、営松町、静畑町、長静、堤町、東八幡、j>jj

戸リ穫、八幡、中原下宿、市原上守宮、四之宮、真土、回村一部、横内一部、

開畳間一部

④の地域 2丹16泊(氷〕夜10s寺から178(木〉靭5草寺まで
回村一洛E、横内一部、大神、豊田打間木、東豊田、大島、下島、小鍋島、
豊間小嶺、量豊田宮下、豊関本羽田、豊田平等寺、北豊田、寺EE縄、揖所、総

夜ト一郎、飯島、片岡、a1漂

吉
平
十
ガ
ル
〈
媛
度
約
五
)
に
達
す
る

と
流
出
井
が
自
動
的
L
閉
鎖
吉
れ
、
水

量
が
確
保
古
れ
る
ζ

と
に
な
D
ま
す
e

第
一
一
一
に
一
、
配
水
泊
め
水
は
常
に
災
替

用
自
散
判
脚
本
と
し
で
一
万
一
一
千
立
方
M

o
i
e
今
年
の
書
、
気
象
庁
の
最
予
報
で
は
、
去
年
の
夏
目
よ
う
に
管
い
は
ず
で
し
た
。
と
と
宗
フ
室
開
け
て
み
れ
留
七
回
一
索
、

:

O

毒
接
し
て
い
ま
す
。

0
:
一
一
一
十
度
在
惑
す
一
包
が
続
ぎ
、
熱
帯
夜
に
M

閉
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

ζ
ん
な
暑
さ
が
続
〈
と
耳
つ
先
に
心
配
吉
れ
る
白
が
武
で
す
e

給
水
制
限
だ

o
O

揮
姐
に
、
友
誉
時
に
水
道
局
が
散
輯

O

の
、
撃
だ
り
に
な
っ
た
章
一
れ
ζ

そ
踏
ん
だ
り
け
っ
た
白
で
す
。
ま
た
、
霊
地
鐙
白
強
化
還
に
指
定
さ
れ
て
一
挙
出
事
れ
て
い
る

O

妻
確
骨
ず
る
水
量
は
、
菱
自
臼
か

O
E
L探
査
磁
保
で
す
眠
そ
号
、
企
棄
庁
水
道
局
平
塚
事
務
所
在
訪
宅
い
ろ
い
ろ
お
話
芸
腐
を
手
レ
ペ

e

a

コ
ら
一
一
一
日
聞
は
一
人
一
日
一
一
説
、
白
日
か

〈
ら
七
百
ま
で
は
一
人
一
臼
五
泌
癌
保
す

平
謹
市
の
水
道
は
、
現
在
寒
川
浄
水
ま
す
e

に
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
が
入
る
お
そ
れ
が
あ
る
白
で
、
当
日
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
と
の
用

調
か
ら
寝
接
各
家
誕
の
じ
ゃ
口
へ
送
6

ι
れ
で
は
図
る
と
い
う
ζ

と
か
ら
、
今
回
完
勝
レ
た
館
水
池
は
、
ョ
コ
百
は
後
十
時
ま
で
に
パ
ル
プ
を
し
め
ザ
〉
曜
、
、
意
も
万
全
で
す
。

れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
記
水
池
の
建
設
を
、
地
盤
の
よ
討
、
タ
チ
四
十
初
、
潔
さ
五
肘
で
、
臨
だ
さ
い
。
例
え
ば
七
月
一
日
白
市
町
人
口
一
一
十

京
滋
麗
平
壇
事
務
所
由
管
轄
は
、
平
い
古
田
沢
地
区
に
進
め
て
き
ま
し
作
、
己
水
建
一
一
万
立
方
対
白
地
が
二
地
モ
、
前
③
ポ
の
に
む
る
ζ
と
が
予
想
さ
れ
る
時
一
万
七
千
六
百
八
十
六
人
を

ιれ
に
畏

塚
市
、
大
国
畑
町
、
二
宮
町
、
小
同
原
市
町
ほ
ど
そ
由
一
部
が
究
協
し
、
市
民
の
年
度
完
成
し
た
一
地
と
併
せ
て
一
一
一
九
四
と
間
は
、
夜
十
時
か
ら
録
音
お
昼
む
ろ
ま
算
し

τみ
る
と
、
一
週
間
で
五
平
六
百

の
一
部
品
弘
担
当
し
て
お
D
、
六
月
末
現
み
な
さ
ん
が
一
日
に
使
用
す
る
水
の
約
な
り
、
六
万
立
方
財
田
水
が
貯
水
で
吾
で
で
一
す
。
立
方
討
の
歌
劇
廿
水
制
町
必
要
と
な
る
か
、

夜
、
八
万
一
一
一
千
八
百
戸
一
(
一
一
十
八
万
一
一
半
担
分
宍
貯
え
ら
れ
る
ζ
と
に
な
っ
る
よ
う
に
な
F
詳

し

宍

④

も

し

L
C
D京
が
出
た
ら
、
し
ば
ら

ζ
の
量
ほ
偲
京
池
ニ
一
泡
で
確
保
す
る
水

千
百
二
十
人
)
を
対
象
に
一
白
平
均
約
た
の
で
す
。

ζ
れ
か
ら
は
、
海
按
ギ
ヤ
七
日
の
高
一
〈
じ
ゃ
口
か
ら
長
し

τ〈
だ
さ
い
。
驚
}
万
二
千
立
方
討
で
十
分
間
に
合

十

方

立

方

対

白

歌

料

水

を

供

給

し

て

い

台

を

利

用

し

た

こ

町

平

軍

記

京

地

か

ら

詳

し

い

ζ

と
は
水
道
局
平
壇
事
務
所
ぃ
、
強
り
包
万
八
千
立
方
針
由
水
は
渓

ま
す
。
六
月
中
の
畳
高
給
水
量
、
一
⑧
六
万
立
方

M
を
貯
水
み
な
さ
ん
自
家
庭
に
給
水
す
る
こ
と
に
(
霊

n
L一
七
一
一
)
へ
お
か
詰
電
の
捕
監
動
用
と
し
で
礎
部
吉
れ

B
十
一
一
一
万
一
千
四
重
十
七
立
方
宮
品
工
事
は
、
県
企
業
庁
の
苧
五
昔
、
査
の
票
率
川
襲
掛
か
〈
だ
さ
い
a

き
と
に
な
り
手
。

品
一
坦
ま
主
泉
、
相
模
湖
・
樟
久
井
湖
め
て
い
る
「
第
八
次
拡
張
事
業
」
の
一
ら
平
議
記
水
準
L
変

訂

る

乙

と

に

な

り

そ

の

曲

、

広

域

避

難

崩

所

近

〈

の

情

・
丹
沢
潟
む
貯
水
寒
川
的
九
五
制
引
を
占
つ
で
、
昭
和
昭
十
九
年
度
か
ら
五
十
ま
す
。
⑧
災
害
時
の
絵
水
対
策
火
ぜ
ん
に
た
く
さ
ん
由
じ
ゃ
口
を
つ
け

砲
で
お
担
、
今
埠
は
水
木
忠
由
心
配
は
七
翠
度
ま
で
の
九
か
年
継
続
事
業
と

ζ
の
配
水
摺
白
完
暗
に
よ
D
、
平
境
た
応
急
給
水
ぜ
ん
そ
、
}
万
人
に
一
穏

な
い

τつ
で
す
。
し
て
士
一
前
九
町
を
対
象
に
、
一
一
言
問
⑨
に
ご
る
の
で
ご
注
意
市
の
地
震
災
害
時
四
新
し
い
給
水
対
需
四
割
玄
配
置
古
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
ム
ダ
使
い
は
関
十
銭
円
を
投
じ
て
、
各
地
起
に
記
水
池

ζ

白
た
め
、
切
b
脅
え
搾
業
が
八
月
は
次
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
。
す
玄
L
士
一
一
鋭
、
残
旦
に
つ
い
て

り
圭
す
が
安
心
し
で
お
使
い
〈
だ
さ
十
四
泊
(
う
ち
平
謹
一
巾
に
器
)
空
襲
二
十
蕊
窃
か
最
寄
わ
れ
ま
す
が
、
第
一
に
、
配
蓄
が
り
撃
す
る
ζ

も
早
急
に
対
応
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お

い
」
と
い
う
C
と
で
し
た
。
造
し
、
貯
水
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
京
の
流
一
れ
が
変
わ
る
己
主
に
よ
っ
て
、
と
に
よ
り
、
寒
川
挿
水
場
が
構
賠
揮
辻

D
、
被
災
者
が
自
由
に
使
用
セ
語
る
よ

ζ
の
よ
ラ
に
平
塚
市
の
水
道
は
、
寒
こ
と
に
よ
っ
て
地
鐙
発
生
の
際
の
停
篭
し
ば
ら
く
に
と
る
ζ
と
が
予
娘
吉
れ
る
し
て
も
、
市
内
の
主
要
鴛
は
断
水
に
な
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
川
押
水
場
か
ら
の
直
送
で
み
な
さ
ん
む
等
に
よ
る
断
水
者
く
い
と
め
よ
う
と
し
自
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
な
協
力
者
お
ち
子
、
一
定
脇
島
白
水
を
出
す
こ
と
に
よ
配
水
池
の
残
D
一
泊
も
五
十
七
草
度

む
家
庭
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
み
3
が、

ζ

た
ヱ
事
で
す
。
ま
た
、
既
設
浄
水
揚
む
頼
い
し
ま
す
。
っ
て
梢
防
の
初
期
消
火
活
動
が
帯
易
に
に
建
設
さ
れ
る
予
定
な
白
で
、
苦
P
仁

田
方
法
で
は
、
地
鍵
が
発
生
し
て
浄
水
展
凌
平
均
送
水
に
よ
る
静
水
揚
の
運
営
①
当
居
は
、
夜
十
時
ま
で
に
水
の
く
み
で
き
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
二
万
立
方
針
貯
京
童
が
増
加
害
れ
る
の

揖
む
槽
能
が
万
一
、
刊
一
時
的
に
埠
止
効
率
化
も
闘
っ
て
お
り
、
予
算
白
約
四
お
き
を
し
て
7

く

だ

さ

い

。

第

一

一

に

、

配

水

想
L
は
緊
急
し
ゃ
断
で
「
ま
ず
ひ
と
安
心
」
と
い
え
る
ζ
と

k~と
垂
に
、
断
水
す
る
ζ
と
に
な
り
五
軒
が
平
壇
市
白
鼠
京
地
や
送
関
水
管
⑦
受
水
槽
聖
お
持
ち
の
方
は
、
に
む
ib
弁
が
設
置
し
て
あ
る
の
で
、
鐙
度
が
こ
に
な
る
で
し
ょ
う
。



夏
白
嵐
物
詩
と
し
て
詳
説
む
平
埋
花

火
大
会
は
、
八
月
一
日
湘
南
織
来
(
馬

入
川
向
口
〉
立
行
わ
れ
た
a

午
接
六
時
、
平
塚
信
用
金
層
須
潔
支

宿
聞
か
ら
手
供
会
白
鳥
諸
踊
D
パ
レ
ー

ド
が
ス
タ
ー
ト
し
、
花
火
大
金
者
盛
り

上
げ
、

g
Eげ
開
始
の
七
時
一
一
一
十
分

に
は
、
馬
入
川
の
開
揮
は
見
物
等
で
い

っ
ぱ
い
と
な
っ
た
。

関
花
火
一
は
、
夜
空
に
く
っ
き
り
と
映
〈

1
1

四
立
主
花
火
や
官
盆
か
ゑ
革
快
に
噴
き

開
月
上
が
る
水
中
花
火
、
ス
タ
i
マ
イ
y
な

畳
U

ど
約
一
千
二
百
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

山
夏
目
夜
空
と
出
向
聞
に
う
か
ぶ
仕
立
麗
形

山
総
を
き
れ
い
に
う
つ
し
だ
し
、
克
物
客

を
楽
し
ま
せ
た
。

ち
ゃ
チ
デ
3352Yで
一
補
強
し
よ
う
。

マ
額
な
ど
は
、
な
げ
し
や
か
も
い
か

ら
外
れ
て
も
草
草
な
い
よ
う
、
止
め

被
告
を
未
熟
に
紡
む
う
。
金
具
で
補
強
し
よ
う
。

門

V

栂
に
さ
ん
を
車
わ
付
け
、
品
物
が
マ
本
揮
は
、
ひ
も
や
針
金
で
京
が
摘

す
ベ
b
議
ち
な
い

4
2
Lし
よ
う
。
ぴ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
主
。

T

V
観
音
問
副
会
の
戸
は
、
止
め
金
属
音
マ
ガ
ラ
ス
が
一
割
れ
、
夜
片
が
飛
ぴ
散

U

取
わ
付
け
て
中
の
品
物
が
飛
び
出
さ

h
u危
険
な
由
で
、
ス
H
ッ
パ
や
宇
袋

町
な
い
よ
吉
に
し
よ
う
。
主
商
議
し
て
お
乙
う
。

し

円

v大
き
な
も
目
、
最
た
い
も
の
、
閤
マ
ピ
ア
ノ
は
量
盤
が
あ
hu
、
移
動
潟

、
い
も
由
は
、
な
る
べ
く
下
に
置
き
落
白
ロ
ー
ラ
ー
が
付
い
て
い
る
白
で
、

地
震
由
と
き
、
室
内
で
の
落
す
物
ち
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
幾
日
酬
に
よ
り
動
き
や
す
い
。
ロ
!
プ

等
で
け
が
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
ふ
v
t
R
井
に
つ
っ
て
あ
る
照
関
器
具
や
止
め
金
真
で
固
定
し
て
お
こ
う
。

だ
ん
か
ら
対
策
を
た
て
、
少
し
で
も
は
、
電
器
コ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ひ
ロ
i
y
!
の
鴎
定
も
忘
れ
?
に
。

わ
が
家
の
地
購
対
策
変

市

民

犠

談

窓

お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
三

〈
〉
人
権
法
輔
楢
践
す
月
訪
日
(
火
〉
、

9
R
1臼
ハ
6

9
月

。
行
政
替
骨
相
談
戸
H
百
(
月
〉
M
M
時
5
苅
時

。
一
融
法
樺
穏
畿

9
月
3
日
(
谷
、

9
月
産
自
〈
市
心

予
約
制
ハ
電
話
で
ι

も
宵
〉
、
お
詩
5
話
時

。
宅
地
獲
物
指
談

8
月
M
品
目
念
。
刊
日
時
i
苅
時

予
約
制
問
(
犠
諾
で
も
可
〉

。
登
記
栂
践

9
月
日
日
〈
念
、
お
時
i
M
却
時

。
住
宅
栂
談

8
R訪
日
ハ
火
〉
、

9
H
H日
〈
月
U

ロ
時
I
M
即
時

。
下
務
取
引
滋
出
品
っ
せ
ん
晴
樹
桜

8
月
初
吉
ハ
京
〉
日
時
却
卦

i
m露

。
一
定
割
年
金
制
相
談

9
一
月
初
日
〈
木
〉

9
時
鉛
分
1
話
時

。
一
融
市
開
目
指
桜
毎
週
湾
水
木
金
調
丹
、

9
時
f
m
時

。
消
醐
凪
生
務
格
談
毎
週
金
曜
日
、
M
N
時
i
話
出
町

。
発
現
場
軍
特
許
栂
駿

9
一月
7
臼
〈
同
月
)
却
時
i
t
H
時

車
問
少
年
諜
忽
二
二
内
線
五
六
0

0
青
少
革
一
栢
駿
毎
日
〈
9
碍
5
四
時
鈎
念

た
だ
し
、
土
輔
自
は
立
時
ま
で

援

社

会

館

お

i
ニ
一
一
一
一
一
一
三

。
心
静
盟
主
相
綴
毎
過
方
輔
自
〈
揮
蕊
古
参
V
M
M
時
5
話
時

。
冊
子
細
銭
毎
週
月
i
金
掻
百
9
時
j
t
M
時
部
分

。
諜
庭
兇
盤
桐
畑
談
銭
議
官
月
5
金
閣
内
口
9
時
i
m持

。
高
齢
者
総
韓
穏
談
毎
百
9
時
加
分
7
3
日出時

土
曙
自
は
ロ
時
ま
で

開
需
品
用
品
開
間
同
組
制
談
話
同
月
間
目
白
〈
金
口

幼
時
j
施
時

平
塚
駅
北
口
交
番
拐
、
ハ
ス
の
中
で
議
援
を
受
け
る
.



し
よ
う
。

マ
蔀
ち
ゃ
ん
む
い
る
覆
践
で
は
、
粉

ミ
ル
ク
を
溶
か
す
京
在
忘
れ
ず
に

マ
な
る
べ
く
が
け
か
ら
離
れ
た
部
鐙

で
や
す
も
う
。

マ
災
害
が
発
住
し
た
り
、
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
揖
告
に
は
、
市
控
所

に
銭
時
に
京
紡
京
都
〈
ま
た
は
災
害

対
興
本
部
〉
が
設

V
Pれ
る
。
地
す

ぺ
b
が
起
ζ

自
ま
つ
な
と
君
、
川
が

辛
小
れ
た

q
浸
水
の
危
険
由
あ
る

揖
合
は
、
阜
く
水
防
本
部
に
連
結
し

ト
め
が
つ
。

異
常
出
水
や
台
風
で
被
害
を
う
け
円
v
農
は
高
い
と
乙
る
に
移
そ
う
。
マ
万
一
避
難
す
苧
よ
う
な
と
き
は
、

や
す
い
地
棋
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
円
v
た
ん
す
な
ど
由
引
き
出
し
、
ま
た
水
防
、
情
防
、
事
盤
、
前
世
所
な
ど

テ
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
の
摺
報
在
民
し
く
は
押
し
入
れ
の
下
段
の
も
自
は
上
綾
田
防
災
関
偶
者
自
掲
示
に
従
っ
て
、

理
解
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
次
の
よ
う
に
移
モ
5
0

行
動
レ
ょ
う
。

な
処
置
を
皐
め
に
し
て
お
C
う。

V
火
白
始
末
全
戸
一
締
ま
P
を
穣
撲
に
上
担
当
下
水
送
部
業
務
誤
l

太
洋
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に

z

江
間
樹
中
学
校
に
次
い
で
二
番
尽
の

僚
ト
ナ
イ
占
1
縄
設
が
太
海
中
学
校
グ
ラ

喝
円
程
長
官
、

成
の
と
の
ナ
イ
タ
ー
筋
設
は
、
野
球
、

明
哨

yフ
一
ト
ポ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
玉

川
↑
襲
な
と
事
レ
ん
で
い
た
き
た

さ
ブ
め
に
設
寧
ぷ
~
も
の
で
、
投
光
緯
は

国
間
ラ
議
ク
六
議
、
一
J
ヲ
ッ
ト
の
き
一
J
K
6
耐
み
{

金
九
部
モ
九
十
市
出
鐙
取
白
つ
け
ら
れ
て
お

市

吉
て
マ

D
、
恐
ナ
七
言
六
ナ
平
方
討
の
グ
ラ

し
マ
ジ
ド
の
平
均
照
度
は
吉
五
十
八
ル
ツ

愈

と
出
馬
ム
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
。

三
利
用
組
喜
一
一
一
子
君
、
午
後
七

段
ア
時
か
ら
九
訴
一
一
一
十
分
ま
で
利
用
で
き

点
ラ

5
0

タ

4
希
望
さ
れ
る
方
は
、
群
レ
い
ζ

と

歩
律
背
諜
(
電
諾
閉
山
一
一
円
)
六
O〉

へ
お
h

骨
子
相
者
。

き富島18日〈火)
午後7時~由時'30分

く〉ところ松潔公民銭

り
!Il1地緩防災私たちは侭をすべきかll!IIIHtJIIIlI

く〉と

。とき S月27怨〔木〉
午後7時~盟時30分

<>ところ金劉公民総

主盟主昌 広報錬広務保

ぺbj;議
担当広報線IA聴器密聖書 23-!11l



平
田
岨
釈
局
辺
包
長
期
間
放
援
し
て
い

る
自
転
車
容
は
、
八
月
十
八
臼
に
時
薬

物
ま
た
は
逸
失
弱
と
し
テ
撤
去
す
る
C

と
に
な
っ
た
。
す
で
に
、
放
資
じ
で
い

る
翌
ヱ
ハ
百
九
十
中
福
田
自
転
車
等
に

注
意
私
一
を
薮
b
吋
け
た
。
心
当
た
D
の

宵
段
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

門
自
転
車
利
用
者
へ
〕

マ
駅
前
広
場
、
最
有
等
は
、
自
転
車
絞

車
場
、
は
な
い
。
路
孝
へ
由
蓄
は

お
年
寄
告
や
幼
潟
、
身
部
の
京
自
由
な

方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
大
変
夜
勝
、
。
揖

〈
A
A
自
身
に
な
っ
て
母
宅
ほ
し
い
e

マ
自
転
車
駐
車
場
あ
収
容
台
数
札
は
限

度
が
あ
る
。
挺
』
求
人
は
、
健
康
の

た
め
に
も
揖
C
E
e

市立幼滋 E覇の i車協広域
さ〈ら幼稚閤 55-4414 200.人大野・八幡・黒土ソj、学校区
ひば!l幼稚慰 31-382渇 240人 中原因南原・松が1Iノj咋司空区
豊田幼稚鐙 31-5326 80人霊童E百IN学校区
土屋幼稚麗 58-1415 80人土屋IJ学校区
揖 島幼稚霞 55-{)953 80.人域島A吠きを校区
金 吾幼者鐙室哲 58-{J243 160入金毘 みずほd法学校区
潟幼稚翻 22-4189 80入港小学校区
松原幼稚劉 23-2834 80.人松島初、学校区

私立幼縫額一覧表

〈プイクエオj額口

育英幼稚瀦 33-2215
大神美恵幼稚爵 54-32路
大野胡楼閣 21-7302
神田却穂留 55-{)841
黒部E主主封点在留 31-1955
さなだ幼穂陸自 58→似~1
吉吉とり幼稚関 54-3558
詩百南桜タE主 幼稜豊富 31-2623 
て学主寄付臨怠開!E霊童 58-8080 
らふじ幼稚慰 34-3237
翠平幼稚信事 32-5775
つ〈 し幼稚園 58-7035
つるみね幼稚園 22-2007
道知幼稚園 31-{)595
なでしと幼稚闘 31-2471
白鳥幼稚慰 32-7875
花乃幼縫圏 32-{)O86
花水幼稚題 31-5921
東中篠幼稚関 33-4849
平岡幼稚昌司 58-1188
平塩紫苑幼種豊富 33--2320
平量二葉幼稚菌室 31一一日864
平器めぐみj掛盟関 32-3422
松鼠幼稚闘 22→0558
業譲幼稚閤 55-3830

高浜台宮治会

千石河岸田治金

八千代町自治会、 f須賀新
沼自治畠〉

岩松宿nヨ治会、潟入本語了自
治会

天沼自治金

榎木宮f中盤自治虫

松葉町自治虫、丸邸7自治虫、
田端自治金

坂戸自治会

尼沼自治虫

止到JEl治虫、高野町自治会、
古河、熊野町自治会

8月218(金〉

草月228(土〉
8月24日〈月〉
E八纏地区3
8丹羽田 E火〉

8月26日(71<)
8月2:7臼〈木〉
皐月初日〈金〉

今E呈東町内晶、今箆西町内
晶、今翠曙町内全

大其1ニ東野I第一町内晶、大
寓土東町第二酉I内会

真土北町内岳、真土日鹿町

内金、真土入町田T内会
大真士二三谷町内生、大寓ごと

宮町内金

9月 18(火〉

9月 4日 C金〉

9.Fl5臼〈土〉
9月 7臼(}守〉
9.Fl8日 CヅO
E興土地区3
9月10日仁木〉

9月11日 C金〉

9月12日〈土〉

百月148(月〉

f磁j苫泌総募集中グ

苧づく!J<0品、趣慌の品、不用品なんでも即売

展示発喪もとうぞ〈ただし、プロはおととわ!l)

G締め切り 8 9月初日

。問い合わせ・ひらつか市民市実行書員会

仁平器産軍工会議所内電話21-.6474)

-地境づ<!J諜仁婚話23-1111内融244コ

心と心のふれあい

日
疋午iJ、ら午後S時務官

9月228(火) 0中央農協同崎支所
ク ⑫中央農協金沼支所

望月24日〈木〉 中央農鰯中京支活

9月25日〈金) 0棋島公民館
ク 4多重量回公民館

9J'!28日(J'!)~29 自(;/()平塚競韓議
9月初日 αo 神田公匡蛍宮

10月 1日仁木〉 中央農協旭支所

1OJ'! 28 (金〉 金自公民館

10月 5日〈月〉 湘帯地区行政センタ}

10汚6臼ぴO 松原公民書官

10月7日αo~8 日 c*:) 霊富士見公民館
10月 98(金〉 花京公民館

10月12日仁丹〉 中央運委担

10汚訪日 C火)-16臼〈金〉
。日日は9時部分-ll時30分 ⑫却は13時-15
時、そり他は 9時30分~12時および13時~15
時。

る
向
学
校
で
教
育
ぞ
い
る
も
の

で
、
口
の
動
量
を
読
み
と
る
方

向
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
を
交
え
な
が

ト

ら

正

面

宮

口

を

大

雪

弱

い

て
、
は
っ
き
b
、
出
っ
〈
む
者
レ

専
の
不
自
由
な
人
に
て
将
レ
ぃ
。

①
立
の
不
自
由
な
人
と
い
っ
て
も
③
雲
警
は
、
鶴
ζ
え
な
い
人
た

さ
ま
沼
g
究
全
く
鰯
ζ
え
な
い
人
ち
の
罰
で
、
自
然
畳
間
持
罰
則
に
生
ま

護
白
人
。
霊
や
病
気
で
路
ζ

れ
ま
ま
ね
身
ぷ
D
田

舎

建

え
な
く
な
っ
た
人
は
話
せ
る
が
、
お
輩
記
法
は
、
苧
の
意
義
L

生
ま
れ
つ
き
の
一
障
害
の
人
法
一
沼
田
知
県
文
字
聖
書
い
て
一
読
み
合
百
方
法
ー

が

不

自

由

。

多

少

務

関

が

か

か

る

が

詑

理

②
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
ζ
と
⑥
耳
由
不
自
由
な
人
が
一
番
菌
る

で
す
が
、
関
C
え
な
い
人
に
は
話
と
量
。

好
意
な
人
が
多
い
。
・
道
路
を
事
く
と
柔
脅
後
か
ら
の

話
ナ
意
思
辛
え
あ
れ
ば
方
法
は
襲
警
え
な
い
。

い
ろ
い
ろ
あ
D
、
ま
ず
、
心
秒
品
開
盆
病
気
自
と
き
、
病
院
白
窓
口
な

い
て
か
ら
話
レ
か
け
て
ほ
し
い
。
ど
で
戸
住
牛
す
る
。

③品開
ζ
え
な
い
人
客
患
を
に
・
震
の
と
喜
話
相
が
使
え
な

は
、
口
話
法
が
あ
る
。

ζ
れ
は
、
い
。

燃えないむみの収集臼には燃えるものは出

ミきないで〈ださい。部分的に取白ζわしがで

吉るもの〈コ主Yの足や茶ダユノスの小守i書出

しなど〉は、長吉50冊以下に小吉くして燃え

るむみとー絡に出してください。

⑫君時30分-10時30分

草壁土奇襲ストアー構

φ11時-12時

構内閣地譲由主轟

+10碍-11時

撤勤務了金貧富

鶴税荘3綴l立南事繍1費量的11著書的競口智骨9てい濠す

08月21悶 (主主〕

08月288(雪量〉

E函之窓地震1
8月31日仁丹〉 下郷第一自治会、下部譲二

自治会

下郷第三自治会、下郷第四

宮治会

9月 2尽〈水〉 観音町第一自治晶、観音町
第二自治会

9月 38(木〉 中陸軍一自治会、中E呈揮ニ
自治会

西町東部自治会、西町西部

自治虫

上郷自治会、 i車町自治会
林防自治会

東町自治会

燃える家庭のとみのなかに、ジュ」ス、ピ

}んのかん類が多〈入っています。燃えると

みには絶対出さないで、資源なみ賢い上げの

方へ翻してくだ語い.

環境衛生構韓議梁輯著書欝1需



去る7月 1自に問所して以来、事j用者{こ好癖のびわ輔少年の絞

「
こ
ん
に
ち
は
」
元
気
い
っ
ぱ
い
の
、
か
一
泊
モ
は
あ
る
が
、

ζ
己
で
自
生
活
が

接
J
V胃
Jな
あ
い
さ
つ
。
家
体
み
期
間
ら
、
子
供
た
為
は
、
多
く
由
こ
と
が
体
験

中
は
、
連
封
、
キ
ャ
Y
プ
を
長
し
む
手
供
句
人
学
ぷ
。

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
0

・
申
し
込
み
は
、
利
用
沼
の
三
か
月
前
白

平
良
た
ち
を
一
一
日
間
あ
ず
か
る
職
員
一
白
か
ら
受
け
付
け
る
a

電
話
予
約
も
河

は
、
運
営
に
h

隔
を
配

q

-

利
肩
対
象
は
、
小
学
止
法
い
「
で
+
名
以

日
常
生
溶
か
ら
離
れ
て
、
自
然
の
中
で
上
の
青
少
尋
問
品
、
青
少
単
一
宵
成
指
導
者

自
閉
山
部
件
落
。
一
人
ひ
と
タ
の
役
鶴
渉
決
そ
の
他
各
種
訴
悼
会
自
制
対
も
で
き
る
。

め
て
責
任
の
あ
る
生
活
歩
ず
る
。
わ
ず
ぴ
わ
青
少
年
の
家
電
話
弱
i
O
八
七
一

岳

d

でこ。案内します
日とまろ市の施設を混る機虫のない人のために、

みなさんの税金がどのように使われているjJ>， ま

た、市敬老緩解していただζ うと関苦ます.

く〉とき草月2国〈水〉
。集合 草草寺50分解散午後4姥ごろ
。コース 毒液串による槙勝世軍踏ま毅一大神旗第

帯主主センター一ぴわ青少年の家 C貴事〉ー土援
鐙題一銭々卦社中護局

。申し込み往復は7担割こ、住所、民名、婚話番

号在記入のうえ「干254平壇市浅間田J9-1市広
報課広報係jへ、草月封筒までに申し込む。県議

50，人a 主当忽巌貴代として4∞内&J，、民

設でも自由に制用で吉品。種目は軟式テニ

ス、 J受レ一、パ Wミントン、卓E索、パスケッ
ト。パドミ y トy、車躍のラケット、シ~ト

ノレ、ポーノレは各自持暑とする@

8 Jl24B (苅〉午後u寺~器時
3月7箆(月〉グ
2月28臼(汚〉 ρ

なお、送車重詰〈ゃっ ι上ば書〉と運動ので吉
るll!I臨で事耳r:rること.また、競技場泥酪

入口(:!i:憶を入ってすくつの利用者名帯へ
の記入もお忘れなく。

主E当体育課惣緩31-31邸8

i事i



111111嘗考案の本 111111111111111111111111111111111111

t生界古治部
草署揖掛学大事典

t世界のアゲハチョウ解説編
椅報処理ハンドブック

続 z地名語源辞典

日本続済統計資料総合密撮所蔵総

1979研究者・

色彩掛学ハンドブック

騒音の影響文献静録聾l、2
鉄道小事典国鉄の車両列車、組路

電子賞芭気図、記号使覧

昭和閥芸図鑑 E金 3巻〉
田本歴史地名辞典

江戸時代絞駅臼;本語辞典

大きな活字の漢字表記辞典

心身障欝辞典

教育学白世界‘名著書 100選
原色和漢薬図鑑上、下

あそび宝鑑

日本漢詩鑑賞辞典

東南アジアハン?とブック

民謡新辞典

現代用語を英語にする辞典

呂志のお典名著・総解説

勉学事典

市販賞品成分喪

物流ハンドブック

日本経営史年表

世界白名文句弓l用事典

上記田本は貸し出しをしません。

⑧大;苦学本を70術総入
自の不自由な方のために、大活字

本が70間入りました。詳しいζ とは
1m審館へおたずね〈ださい。

夏休みの利用草寺熊一一--

)!(8Jl308 (白〉まで
。貸出室、番考蜜、学習室歪

火~金曜日 9時-17時50分
土、尽植田 9時-161時50分
く〉乙ども主主火~日曜日

9時-16時30分

会参考室、学留蜜の利用

8月29日まで白E重体み期鶴中は、 3需章容曙
霊草、学聖書室は良好な環境を維持するため、指

定席鍛jを実施しているe 定数以上の戸占歪はで

きないのでな了完訳者。座席数は、番考呈~8J庸
学聖書築 116.席。

1:<挟商会 E新着フィノレム〉

• 9月5白 (8)1臨時、 14時
f尭鵠を殺るJカラ-50分

すこども挟E霊会 E新替フィルムコ
.9月138(日)1部時、 141時
「あしたの空は習い空Jカラー児蜜郷46分

台華荷量奇フィルム紹介
む剰用は図輯難視線党ライブタj}-へ。

'アニメーショジ道成寺亡1部分、おやゆ
ぴひめ (20分〉・児童搬はばたけJ天平
(42分〉・モQ:;偽雷鳥目白事 (30卦コ、
カッコクの生議 (3針金〉ほか

会休館B 毎週月曜日、月末
会問軍書館 ヰ254浅間努T12-41轡童話31-0415

会還を見る会

1l!:体み中の墨書~Jl!.る畠は重参加自由。希望者

は、当日制学教室にお築まD者。
'耳耳沼 8月18日(j()、 28日 C金コ
19.時-20時

合体重量学習「草草木で染めよう」

野主主の植物を{使って、絹のノj布を染める。

・期日 9Jl6日 (B)

-射軒費 1人 2∞円
・申し込み 8月25臼までに往復はがきで。
多数のときは摘せんでお入。

会畿然襲喜重要会・緩根iこ秋を訪訟で

箱綬火山の地形と地質、軟由植物などを観

察ナる。小今性4年以下は保護者向洋 E健闘
向告なので、幼児は番加で告なじっ。

ー耳耳目 9月20日 E日〉雨天中止
・コース箱根・駒ヶ岳、神山付近

a申し込み 9月10Elまでに住援はがきで白
書数のと曹は掲せんで30入。

*ニ土壌観察会

樽教燦受付で要参加のしおlJ昔配布中。

・9月12日 「噛〈虫とコクモ!)J
・9月26日 「高麗山の事館ときよみJ
会咋鰭臼 帯i車用問題自、丹東
会博物館 中254議関前12-41重量産霊33-5111

1:<初心者のバドミントン数主主

-1人で悩まず内習で解決/ー
仲間を見つけながら、主基本的ノレーノレの解説

il'ら試合ので吉るまでを、実践を滋してマス
虫}しよう。

・期臼 9月4日-10月23日 毎週金閣日
18時30分-20時3日分
・指導東海大勧散授鑓主E 繁E記
事封書家 青年 15人
・持参参ずるも由 ラケット、タオル、運動車E

公おとしよむとこんにちは

ーともしぴ主主歓のつどLもー

お巴いさん/ お長

Yス、腹話輔、抹茶、

っしょにやってみませんか。

・期8 9 Jl13日 〈日) 131時-15時
・対象おとしょlJと膏年 50人
'指主義実 芭みとlJ(茶道〉、ム}ミYC七主主
焼3ほか

合体安宮臼 毎巡月礎問、事丹15B(虫〉
台骨坐年金銭平254浅黒覇防12-41

重量綴32-7029



綴会場保健セYタ}

護軍時間 午後1時-2時
覇軍持書するもの 母子健康手帳ヌ志向

.JJU冊、筆記用具
[3か汚児1
9月 2日 56年 5)弓1日-108主主
9月 9日 56年 5Jlll日-20臼主主
9月初日 56年 5月21日~羽田主主
[3輯兇1
9月 3日 53年7月 1日-10日主主
9月10臼 53年 7月11日-20臼生
9 Jl24臼 53年7月21臼-31自主主

主主接10か月から12か月未満の赤ち
ゃんが受ける鍵康診設針。くわしいこ

とは平器時健所 (32-0130)へ。

豊富対象構3か月を経過して4競に
達するまでの乳幼児でBCG接種金
1翻も受けていない入。

[ 9月1
閣ツベルタリン接種

8日 中原公民館、金自公!3Ij宮

見岡崎公安造宮

9白 神回公匡盟語、※揖島公匡盟詰
民金田公民館

16臼時鍵センタ}
纏判定・自己昌撞穣

10日 中原公民館、金自公民館
民岡崎公民館

11日 神間公民館、民揖島公民主宮
);(金田公匡控室

188 楳鑓セYター
Cf也の地区は来年3月の予定〉

毎月実施している。受けやすい会

揚で受けていただきたい。

覇軍諜1期 .3図受ける
・対象 2歳(24か月〉から4歳 (48
か月〉までの幼児。なお、接種間帯電

は 2悶 3翻とも 3i圏飽から 8;車総a
霊童摸2線、 1鐙受ける
胴対事長 第 l耳耳の3回目7うす都わって

から 1年以上1年 6か月以内の艶習

に受ける。なお、第1拐を早めに受
けて、第2鈎もなるべ<4歳までに
終了するようにしていただきたい。

[9 Jll 

28 中原公民館、金包公民館
京岡崎公民館

3自 神田公民館、民金自公民館
出掛島公民館

4日揮鍵セYタ}
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者
捜

喜
分

自主誠冊、7授

安芸誌干
害警警品名

菱重2
〈経一

骨日1と@日日目会場では、鏑潔港検診および婦人の貧血検む過三

話22525?主主主君臨iZLZL富士231 

臼キ量 9 ' 30~ 1l ' 00 13 ， 30-15 ， 30 

8月18日 調殿企館 。中原公民主宮

タ 19日 横内白地盤長場 。豊田公民館

ク 20臼 ふじみ野田地集会場 C横内公民館

?-21臼 霊山寺 C間繭公民館

ρ268 。大野公民主宮 串大野公民主官

タ 278 大神襲会場 申城島公民出醒

j タ羽目 C神田公民館 。神田公民館

ク 31日!~保健セYター j由探隠センタ}

ナ
一
一

で
一
パ

査
嚇
一
ト

調一叩一
5

格
竺
割

羽

M
M
7
一
バ
勺

資一一一
物
山
山
一
格

違
和
一
関
ト
一
理

活
弘
一
生
竺
問
問
生
一
一
四
一
品

849内
891f工3
971fIl 
278月
336f司

188円

259fIl 

178河

168円

216勾

87副司
878円
909月
291月
298F弓

195円

273円

182内

176fTl 

225円

4，924円

1，499円

'"無口
上自 1k9 

700$1 

1 k9 

1且パック

65m4偲入

間 1∞s
Ml山田入

10ml 

18Q配達

粉石けん

合成洗剤

砂糖

サラダ泡

揮力粉

しょう泊

トイレット
ペーパー

E苦肉

鶏卵

フn ロノてン

灯油

自耳るい選単啓発i連勧告捻進してい〈うえに

役立つ標語を市民のみなさんから葬聾してい

ます。ふるってと>1:"事〈だ吉い。

。施者百種El !まり、きゅう、あんま、マッサージ、

指定

。対象年令務75歳以上の方〈現制伴3月31日までに生ま
れた人〉

o受療券交付枚数は1人年間6枚
〈耳司治39年 6Jl18か島明治4c年3月318まで
に生まれた人は月曹j交吋〉

く〉古事衡料受聾者の負担ヨは1回 5∞向。その他は往診を除
宮市が勤成。

。施術新市内の施術所で市と協定した濯療腕

。受付するとる 市福祉膿老人摺程上部

舞草話 23-1111 肉親 21宮・ 220

。内容腐るい選挙を推進するととを表わす

標語口人f可点でも可〉

。応募責格市内在住および在勤の方

0115:算方法 10月末までに、はが吉で応募し

て〈ださい。住所、民名、年齢

者必ず撞いて〈ださい。

0115:事事先平お4平境市浅鶴防9番 1号

平車市選事稼援護属合
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損動物保護センタ」では、捨て犬、捨てね

ζによるめら犬、のらねζの増加と、犬ねと

による危害者妨ぐため、舟窃も次の呂程でい

らな〈なった犬、ね己申巡部収容を行う a

全墨田、犬を出されるブ抑止「印il>んJ r犬の
銭詳しJ r註謝簡票J r愛犬明瞳Jを持霊舎のう
え金湯へお出かけを。なお、収容車の停留時

間は10分間。また、ねとは蹄袋かダンボール
轄に入れていただきたい。

3月5お 〔ニ主〕 事丹1213(二主〉
9 ∞神田公民館 9 '00 松原公民館
9 '25 大野公民館 9 : 20 須賀公民館
9 : 50 盛田公民委官 9 : 40 才'，，*公民法
10: 10 揖島公民館 10:凹欝士見公民主宮
10: 3白 金田公民館 10:30 中僚公民館
10: 50 時崎公民主官 10:55 I国公箆館
1l:1O 金自公臣認宮 11: 15 吉沢公民館
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三 船橋之図

i 椋模JlIの
三 本目槙111のと流は極111といい、山 ! れている。

2中瀬に発し、本県に入ってζの向 i 相模11伸そ白交流がアユの名藤
三名となるa 会長114師。湾口近< 婚であったととは古くから知られ

2では馬入I11と呼ぴ習わしている。 ておD、港宏111謹のアユは、上あ
三 主主流で、洪水の際Hは沿俸の人々 i とがすこぶる長〈曲がっていたの

2や渡f可ずる入者苦しめたが、富士 j で、道志I11の鼻曲がbといって珍
き山や丹沢山中の水苦言集めるので、 i 重され、毎年吉められた数者額廷
E流ガ〈は滑揮、歌照や農耕照に滋1し i に賞献していた。中樟JII蜜のアユ
Eて、古来事〈の人に利用され、ま ! は爽時奇警があ!J，江戸幕府は、
2た、物費輸送、文イ己主主流に大きな ; その初期、愛甲郡金団村ほか2か
E役苦手jを架して昔た。 村に命じて、その塩づけと「うる

E 相槙I1減、平安時代のζろまで i か」を上納させていた。アユ重量献
Eその中流在中心に鮎将と呼ばれて ! 自己とは、平湯沢熔宮神系図も触
iいた。類東三代格には、総司醐 ; れ、そのアユは倒こ八播宮に欄
王土問と相槙国鮎11持立、共に愈流で : されるようになったとしている9

5しばしば難船し、人馬や宮駒む揖 : 愛甲 Eあ唾かわ〉郡・小鮎111・
5没が多いので、承和2母 (835)6 11¥1魅村容相11除すなどの地名やf可名
E丹、令して揮輔〈うきはし〉在韓 : は、鮎初にちなむものである.
5けさぜたと記している 相模IIICl可〉と相しはじめた年

5 浮舗は、氷上に浮かべた輔のζ j 代ははっきりしない古久鎌意時代
言とで、舶を主主べその上に援を重量い j に入ると誇劃まいずれも相模問と

きたもの〈鉛輔〉と、いかだのとあ j しているe

きるが、ふつ5給舗のζ ととしてい ; そして、警察獲文治4年(1188)
ー・
きる， Cとに相槙111の湯告は急流で ! の条、聾瀬親の研主主・箱根蕗
= 
Eあるζとから、船揖でな〈ては持 ! の3投書諮の折には、主主持量発獲
さたなかったのではないt"と思う は、 ζの河、薦入主主内晶た白と恕

E なお、法相2年に遊られた輔は ; われる所に浮揮者架けて、その行
i当時の閥均泥棚暑から騨 (11、 : 列企渡しているe
z 吉ま〉車問、混在Eの座間に遜巴てい (文章建白井弘〉調布たず鞄{立市5型車欝

たζとか晶、主務椅重しあたりとさ ;害九勝ヘ C要書籍31-1l4君事〉

ス揚輔望者は、往復はが曹に住所、lli;名、

年齢、職業と帯慈の部〈午前の由臣、午後の部〉

在明記のうえ、 8月荒毘までに「平254平塚

市平塚新宿 950番治市箆セジ占一事務局J

へ申し込みを。鍵霊童話32-2235

一

ンターホール

。出演者広沢虎送、大国英夫、

湾孝子、玉;11桃太郎、天中軒蜜月

。入場無料

9 
・午前の部午部容時30分開演

・午後の部午後 1時30分間演

互主脅豊 平壊市民センター
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